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はじめに�
�

　この概要版は、「鎌倉市緑の基本計画」において保全対象として位置づけられた、22地区の緑地に対して行った自

然環境調査の結果をとりまとめたものです。この自然環境調査を行うに当たり、多くの方々のご協力をいただきました。�

�

　まず、今回の調査対象緑地は、そのほとんどが私有地です。現地調査に当たり、各緑地を所有していらっしゃる土地

所有者の方々のご協力を得て、緑地に立ち入っての調査を行うことができました。�

　また、この自然環境調査では、生態学的な新しい手法や高い精度が求められていたことから、鎌倉市の自然環境につ

いて深い知識と調査経験を有する専門家や市民の協力を得て進めるため、市の緑化推進専門委員であるアドバイザ

ー２名と、アドバイザーが推薦した市民２名の計４名からなる協議会が設置されました。協議会からは調査を進めていく

間、様 な々ご指導、ご助言をいただきました。�

　さらに、より多くの方から情報等をいただくため、協議会が中心となって鎌倉市の自然環境に詳しい専門家と市民を

選び、その方 に々向けたヒアリング調査を行いました。いただいた貴重な情報等は、市民ヒアリング調査結果として報告

書の中にまとめました。�

�

　このように多くの方々のご協力を得て、これまでよくわからなかった22地区の緑地に関する様 な々自然環境情報をとり

まとめることができました。22地区の緑地には多様な環境が存在することから、いろいろな生物が確認され、次の世代の

ためにも保全していかなければならないという思いを強くしました。皆さんにこの調査内容をご紹介することで、調査した

緑地の自然環境を理解していただき、共に守り育てていきたいと思います。�

�

　ご協力いただきました多くの方 に々は、心からお礼を申し上げます。�

�

�

　この概要版を読んでくださるすべての皆さんへ、大切なお願いがあります。�
�

　22地区の緑地については、保全に向けて動き始めたばかりです。緑地の保全を進めるためには、土地所有者の方々

のご協力がなければできません。�

　22地区の緑地は、そのほとんどが私有地です。その土地に無断で入ることは、他人の家にだまって入ることと同じで

す。そのようなことは、絶対にしないでください。�

�
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              玉縄城址公園　/　植木�
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